
化学品安全Responsible Care 労働安全衛生・物流安全Responsible Care

化学品の安全 基本的な考え方・推進体制
当社は、安全は企業活動の根幹をなすものと考えており、

「安全をすべてに優先させる」ことを掲げる経営方針の基
に関係会社も含めてグループ全体で災害の撲滅に努めて
おります。

安全管理体制
当社は、生産本部担当役員統括の下、各工場の安全

衛生組織をおいて、安全・衛生活動に取り組んでおります。
各工場で共有すべき事項については、迅速に水平展開を
図るなど工場間で連携した取り組みを推進しております。

主な取り組み
（1）労働災害防止活動
当社は、ＯＳＨＭＳ（労働安全衛生マネジメントシステム）を

用いて安全衛生活動を展開しています。
特にリスクアセスメント（化学物質を含む）活動、危険予
知活動、ヒヤリハット活動に注力しており、安全診断※１、
安全表彰制度、新ＩＴ活動※２を通して労働災害防止の取り
組みを推進しています。また、２０１５年より転倒防止対策
を継続して実施するとともに、住友化学グループの安全
基本ルール（グラウンドルール）※３の徹底を図っています。

（2）安全成績
2023年度は作業中に階段での転倒災害が発生しまし

た。原因調査と対策を実施するとともに、対策実施後に
有効性を確認し、水平展開することで類似事故の防止に
努めています。
※１ 安全診断：総括安全衛生管理者をトップとして各工場の各部門にて1回/
年（計16回）、実施メンバーは環境保安部を事務局として、工場長、労
働組合代表、工務部、他部署の安全管理者安全推進委員で、リスクアセ
スメント、ヒヤリハット、水平展開の状況、各部門が抱えている安全に関
する問題を議論し、ハード対策、ソフト対策について診断します。

※２ 新IT活動：各部門にて小集団を結成し、３S活動、表示（見える化）の推進、
改善提案を実施いたします。

※３ 住友化学グループ安全基本ルール（グラウンドルール）：
　　①作業前に一呼吸置く
　　②不安全行動に対して相互注意する
　　③機器可動部には手を出さない

総括安全衛生管理者 淀川工場　安全衛生管理組織

播磨工場　安全衛生管理組織
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転倒防止対策を目的に整備された構内道路と側溝
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